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1. はじめに

日常生活におけるコミュニケーションには, あ

る目的を遂行するための課題指向的なものと,関

係形成を行う交感的指向的なものがある.交感的

なコミュニケーションにより,どのように関係形成

がなされるかを解き明かすことで,円滑なコミュニ

ケーションに繋がる.

本研究では,交感的なコミュニケーションで行わ

れる振る舞いから,それがどのような意図で振る

舞われているのかを,ヒューマンエージェントイン

タラクション（HAI）の視点で探索する.

2. 先行研究と目的

HAI分野の対話についての研究として, 鈴木・

竹内・石井・岡田 (1999)の研究がある.インタラ

クティブシステムを用いた課題遂行の対話実験を

行った.実験結果より,課題遂行はなされなくとも

友好的な関係形成はなされたことが明らかになっ

た.関係形成は,課題遂行如何に依存しないことを

示唆している.また,Wizard of Oz法（WOZ法）

による,システムを人が操作した際にも,大差ある

結果ではなかったことから,人はシステムとも友好

的な関係形成が出来ることが明らかとなった.

また,大澤・今井 (2013)は,エージェントの操作者

を対象とした研究を行い,新たなインタラクション

戦略の手法の提案とその有用性を示した.しかし,

この研究は,課題遂行のための対話を行い,交感的

な側面には言及していない.

インタラクション戦略を探る手法は,システム機

能の向上のために用いられており,そこから人に

ついて探るためには用いられなかった.

　そこで本研究は, 　WOZ法を用いた対話実験

を行う.そこから,初対面時,人がどのようにして

友好的な関係形成をするのか,交感的な側面を探

索する.

3. 実験方法

実験参加者

愛知教育大学の学部生 20名の学生が実験に参加

した.実験協力者の学生は全員が教育学部であり,

専攻は多様であった. 実験はランダムで選ばれた

2 人１組で行い,合計 10 組の実験を行った.

エージェントを操作する「操作者」と,エージェ

ントと対話をする「対話者」に分かれる.

システム

対話者と対話をするためのエージェントを操作

する.エージェントは7種類と,10種類のモーション

を持つ.表情だけの表出は出来ず,表情とモーショ

ンの組み合わせでのみ振る舞う.

エージェントの表出表情についての事前調査を

行い,その平均正答率は 77.3%であった.「悲しみ」

「恐怖」「嫌悪」の 3種類は混同して認識された.

しかし,表情の特徴が似ていること,人に比べ動く

パーツが少なく,筋肉の動きがないことから,識別

のための訓練を受けていなければ,正確な認識は

難しいと考えられる.そのため,事前調査で使用し

た表情を本実験でも使用した.

操作者環境

実験中は簡易防音室に入り,インタラクティブシ

ステムでエージェントを操作する.簡易防音室内に

設置されたディスプレイには,Webカメラの映像が

映されており,そこから対話者の様子を見ること

が出来る.

手続き

対話者には操作者の存在を隠して実験を行うた

め,入室時間をずらすことで,両者の鉢合わせを避

けた.操作者に,エージェントの操作方法を伝え,操

作練習の時間を取った.その後簡易防音室で待機し

てもらい,その間に対話者への実験説明をした.対

話者には,エージェントはシステムにより制御され
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ていると伝えた.表情操作者と対話者を両者には,

仲良くなってくださいという課題を与えた.この実

験は本実験の前の事前準備であり, 本実験では二

人で協力して行う課題があると伝えている.

　実験終了後,参加者両者にアンケートの回答を

してもらい操作者のみ実験の対話映像を見ながら

のインタビューを行った.

4. 結果と考察

1.表出された表情の回数とその目的,2.表出され

たモーションの目的について検討する.表情の表出

回数は記録映像から,表情とモーションの表出目的

は,インタビューデータとアンケート結果から目的

を分類する.モーションについて,エージェントと

人のモーションには対応がない.そのため,表出回

数には言及せず,目的のみ分析対象とした.

7種類の表情の合計表出回数について,検定を行

った. その結果, 対話中に表出された表情につい

ての差に有意差が認められた (χ2(6)= 440.348 ,

p <.01)(図 2). 幸福の表出回数が一番多く,嬉し

い気持ちを表現するなど,表情は感情の表現のため

に使用されていた.表出目的として,「友好的に接

するため」や,「対話者を安心させるため」といっ

たものがあり,対話の内容を楽しむのではなく,相

手に与える印象を重視していると考えられる.そ

のため,表出回数が多くなったと考えられる.

　また,参加者全員は,アンケートの「Q4: 仲良く

なるために工夫しましたか？」に対して高い点数を

つけた.その工夫は,表情やモーションにより,相

手に自分の意図の伝達などがあった.表情により

感情を,モーションにより意図を伝達している.ま

た,表したい感情とそれにあったモーションを選択

肢,表情とモーション両方で感情を表現することも

あった.

　インタビューデータから,モーションの表出目的

を「相づち」,「伝達」,「応答」,「その他」の 4種

図 2: 表出表情の比率

類に分類した.上記の,自分の意図の伝達は「伝達」

に分類される.「その他」に分類される行動で,相

手と同じ行動をしたり,会話の流れを変えようと

するといった行動が見られた.

　表情は,状況に寄って使い分けていることから,

人は無意識にその表情の持つ意味や,相手に与える

影響を認識しているのではないか.また,エージェ

ントのモーションにより,状況を変えようとしたり,

意図の伝達を行おうとしたことから,実生活の対

話においても,エージェントと同じ行動ではない形

で同じような振る舞いをしているのではないかと

考えられる.モーションの表出目的は,対話者の振

る舞いによって左右されることが大きかった.ずっ

と話しかけていたり,問いかけが多かったりと,対

話者の振る舞いに対応する表出目的が多くなった.

なので,操作者の目的の分類だけでなく,対話者の

振る舞いについても分類が出来ると,より細分化

された操作者の行動心理が分かると考える.また,

本実験で使用したエージェントは音声機能を持た

ないため,必然的に対話者から働きかける形の対

話となってしまった.音声など,操作者からも働き

かけられる機能を持たせることで,日常生活に近

い対話の状況を作り出せる.しかし,そのためには

操作の複雑化が課題となる.操作を複雑にせずに,

操作者から働きかけられる機能を持たせることが

今後の課題となる.他にも,表出出来るモーション

も日常的な対話と対応がないため,モーションの検

討も課題である.

5. おわりに

本研究では,HAIの視点で,交感的な対話からわ

かる人の行動意図の探索を行った.先行研究では,

交感的な側面について深く探索している研究は少

なく,本研究の指針とするものがなかった.そのた

め,統計分析を行わず,インタビューなどからその

傾向の分類で停まった.対話の振る舞いについて,

明確に分類を分けられることが出来れば,状況に

よって変化する関係形成のための行動など,さらな

る研究が可能と考えられる.
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